
二

O

O
八
年
一
一
月

飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
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出
土
木
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概
報

二十二
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究
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こ
の
概
報
に
は
、

さ
き
に
刊
行
し
た
『
飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡

概
報
(
二
十

二
』

(
二
O
O
七
年
。

以
下
『
木
簡
概
報
二
十

一
』
と
略
す
)
以
後
、

二
O
O
六
度
に
都
城
発
掘
調
査
部

〔飛
鳥

・
藤
原
地
区
〕

の
行
な
っ
た
発
掘
調

査
で
出
土
し
た
木
簡
の
う
ち
、

主
要
な
も
の
を
収
録
す
る
。
木
簡
が
出
土
し
た

の
は
、

飛
鳥
藤
原
第
一
四
五
次
調
査
(
石
神
遺
跡
第
一
九
次
調
査
)
で
あ
る
。
こ

れ
は
『
奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二

O
O
八
』

(
二
O
O
八
年
。
以
下
『
紀
要

二
O
O
八
』
と
略
す
)

で
出
土
木
簡
の
一
部
を
報
告
し
て
い
る
。

ま
た
、

二
O
O
五
年
度
以
前
に
実
施
し
た
調
査
の
う
ち
、
②
飛
鳥
藤
原
第
一

二
二
次
調
査

(
石
神
遺
跡
第
一
五
次
調
査
、

二
O
O
二
年
度
)

で
多
数
の
削
屑

木
簡
が
出
土
し
た
が
、

そ
の
整
理
作
業
が
一
段
落
し
た
の
で
、

そ
れ
ら
に

つ
い

て
も
報
告
す
る
。
ま
た
、
③
小
山
廃
寺
跡
東
南
部
の
調
査

(
一
九
八
七
年
度
)

に
関
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
未
報
告
で
あ
っ
た
の
で
、

あ
わ
せ
て
報
告
し
た
い
。

こ
の
他
、
折
り
に
触
れ
て
実
施
し
て
き
た
木
簡
の
再
調
査
を
通
じ
て

釈
文

に

一
部
訂
正
す
る
箇
所
、
が
生
じ
て

い
る
の
で

こ
ち
ら
で
把
握
し
て
い
る
も
の

を
列
挙
す
る
。

た
だ
し
、
藤
原
京
木
簡
に
関
し
て
は
、

本
年
度
に
木
簡
図
録

『
飛
鳥
藤
原
京
木
簡
二

|
藤
原
京
木
簡

一
-|』

(
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
第

八
十
二
冊
、

二
O
O
九
年
三
月
刊
行
予
定
)

で
釈
読
可
能
な
木
簡
は
す
べ
て
取

り
上
げ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
ま
た
、

既
刊
の
『
木
簡
概
報
』
で
釈

文
訂
正
し
た
も
の
も
省
略
す
る
。
木
簡
の
再
調
査
は
今
後
も
継
続
す
る
予
定
で

あ
り
、
機
会
を
み
て
報
告
し
て
い
き
た
い
。

、

木
簡
の
出
土
地
点
と
状
況

第
一
四
五
次
調
査

(
石
神
遺
跡
第
一
九
次
調
査
)

5
A
M
D
区

二
O
O
六
年

一
O
月

1
二
O
O
七
年
五
月

一
九
八
一
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
石
神
遺
跡
の
継
続
調
査
の
一
九
回
目
。

調
査
地
は
石
神
遺
跡
の
中
心
を
な
す
建
物
群
の
北
外
側
に
あ
た
る
。
第

一
五
次

調
査
以
来
、
中
心
建
物
群
北
側
の
土
地
利
用
と
近
隣
に
想
定
さ
れ
る
阿
倍
山
田

道
の
確
認
を
主
眼
に
調
査
を
進
め
て
お
り
、

そ
の
過
程
で
七
世
紀
後
半
頃
の
木

簡
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
区
は
、
第

一
八
次
調
査
区
の
す
ぐ
北

側
で
、

発
掘
面
積
は
八
七

o
d
(図

1
)
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
阿
倍
山

国
道
、
溝

沼
沢
地

堰
状
施
設
、
杭
列
、
磯
集
中
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
き

く
五
時
期
に
分
か
れ
る
。
こ
こ
で
は

I
1
V
期
に
分
け
て
記
述
す
る
。

〔
I
期
〕
七
世
紀
中
葉
以
前

調
査
区
に
谷
が
入
り
、

西
側
に
は
沼
沢
地
S

X
四

O
玉

O
が
広
が
る
。
沼
沢

地
の
内
部
に
は
堰
状
施
設

S

X
四
二
六
二
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
東
側
の
微
高

地
に
は
、
北
に
向
か
っ
て
西
に
振
る
斜
行
潜

S

D
四
二
六

O
が
掘
削
さ
れ
る
。

幅
二

・一

1
二

・
五

m
、
深
さ

0
・
五

m
で
、
断
面
は
逆
台
形
を
呈
す
る
。

〔
E
期
〕
七
世
紀
中
葉

i
七
世
紀
後
半

沼
沢
地

S
X
四
O
五
O
と
斜
行
溝
S

D
四
二
六

O
を
埋
め

阿
倍
山
田
道

S

F
二
六

O
七
を
つ
く
る
。
S

X
四
O
玉

O
の
堆
積
土
内
に
は
杭
列

S

X
四
二
六

一一一
1
四
二
六
五
が
打
ち
込
ま
れ
、
北
で
西
に
振
る
南
北
二
二

m
、
東
西
二
O
m

噌

E
A
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以
上
の
方
形
区
画
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
杭
列
を
境
に

S
X
四

O
五

O
の
埋
立

土
の
状
況
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
杭
列
は
埋
立
時
の
土
留
め
の
役
割
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

S
D
四
二
六

O
か
ら
は
七
世
紀
中
葉
の
飛
鳥

I
新
段
階
の
土

器
が
多
数
出
土
し
て
お
り
、

阿
倍
山
田
道
の
建
設
は
こ
の
頃
と
判
断
で
き
る
。

道
は
盛
土
工
法
で
構
築
さ
れ
、

基
礎
部
分
に
は
敷
葉
工
法
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

こ
う
し
て
阿
倍
山
田
道
の
路
面
を
盛
土
し
た
後
、

そ
の
南
側
溝

S

D
四
二
七

O
が
掘
削
さ
れ
る
。

S
D
四
二
七

O
は
側
面
と
底
で
石
の
抜
け
た
痕
跡
が
認
め

1 :300 

石
組
溝
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
幅
一

-
三
1

一
八

m
、
深
さ

O

ら
れ

-
二

1
0
・
四

m
で
あ
る
。
ま
た

S

D
四
二
七

O
の
南
側
に
は
、
第
一
五
次
調

図 1第145次調査遺構図

は
幅
二

二

m
以
上
、
深
さ

0
・
五

m
で
、
東
岸
は
直
線
状
を
な
す
。
な
お
、

阿

査
区
か
ら
続
く
南
北
大
溝

S
D
四

O
九

O
が
屈
曲
し
て
西
に
流
れ
た
。

こ
れ
ま

で
S

D
四

O
九

O
の
掘
削
時
期
は
七
世
紀
後
半
と
し
て
き
た
が
、
阿
倍
山
田
道

の
盛
土
が

S

D
四

O
九

O
北
岸
と
な
る
堤
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
、

両

者
は

一
体
的
に
整
備
し
た
と
判
断
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

S
D
四

O
九

O
の
掘

削
は
七
世
紀
中
葉
に
ま
で
遡
る
可
能
性
が
新
た
に
で
て
き
た
。

S
D
四

O
九

O

倍
山
田
道
と

S

D
四

O
九

O
と
の
聞
を
遮
蔽
す
る
施
設
は
確
認
し
て
い
な
い
。

こ
の
他
、
北
で
西
に
振
る
斜
行
溝

S

D
四
二
七
一
が
存
在
す
る
。

沼
沢
地

S

X
四

O
五

O
を
埋
め
た
土
を
掘
り
込
み

阿
倍
山
田
道
の
盛
土
に
よ
っ
て
覆
わ

れ
た
溝
で
、

E
期
造
成
に
関
わ
る
一
時
期
な
排
水
溝
と
考
え
ら
れ
る
。

〔

E
期
〕
七
世
紀
後
半

阿
倍
山
田
道
南
側
溝

S

D
四
二
七

O
と
南
北
大
溝

S

D
四

O
九

O
を
埋
め

ηノ
臼



東
西
溝

S

D
四
二
七
五
、
南
北
溝

S

D
一
三
四
七

A
を
設
け
て

T
字
状
に
接
続

さ
せ
る
。

S
D
四
二
七
五
は
阿
倍
山
田
道
南
側
溝
で
、

S
D
四
二
七

O
を
南
に

三

1
三

・
五

m
移
動
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
幅

一
-
五

1
二

・
二

m
、
深
さ

O

-
三

m
で
あ
る
。

方

S
D
一
三
四
七

A
は
石
神
遺
跡
全
体
を
南
北
に
貫
く

基
幹
排
水
路
で
、
幅

-
八

1
二

m
、
深
さ

0
・
二

m
。
第
一
六

・
一
八
次
調

査
で
は
、

S
D
一
三
四
七

A
の
下
層
で
南
北
溝

S

D
四
一

二
七
を
検
出
し
て
い

る
が
、
本
調
査
区
で
は
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

〔
W
期
〕
七
世
紀
末

阿
倍
山
田
道
南
側
溝

S

D
四
二
七
五
と
南
北
溝

S

D
二
二

四
七

A
を
埋
め
た

後
、
東
西
溝

S

D
四
二
八

0
・
四
二
八
五
、
南
北
溝

S

D
一
三
四
七

B
を
掘
っ

て
〒
状
に
接
続
さ
せ
る
。

S
D
四
二
八

0
・
四

二
八
五
は
阿
倍
山
田
道
南
側
溝
で
あ
る
。

S
D
四
二
八

五
は

S

D
四
二
七
五
を
や
や
南
に
ず
ら
し
た
も
の
で
、

S
D
一
三

四
七

B
と
の

合
流
点
以
東
で
は
幅

-
七

月

深
さ

0
・

7
3
0
・
二

m
、
合
流

部
以
西
で
は
幅
二

・
三

1
三

・
三

月

深
さ

0
・
二

m
で
あ
る
。

S
D
四
二
八

O
は
S

D
四
二
八
五
の
北
約
四
・
六

m
に
位
置
し
、
幅

-
三

1
二
・
玉

m
、

深
さ

0
・
二

m
。
S

D
四
二
八

O
と

S

D
四
二
八
五
の
掘
削

の
前
後
関
係
は
不

明
で
あ
る
が
、
同
じ
灰
色
粗
砂
で
埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
両
溝
を
つ
な
ぐ

S

D

四
二
八
三
の
存
在
か
ら
み
て
、

少
な
く
と
も
最
終
段
階
で
は
併
存
し
て
い
た
。

北
側
の
山
田
道
第
二

・
三
次
調
査
で
は
、

こ
の
時
期
の
阿
倍
山
田
道
北
側
溝
と

み
ら
れ
る
東
西
溝

S

D
二
五
四

O
を
検
出
し
て
お
り
、

S
D
四
二
八

O
を
南
側

溝
と
す
る
と
、
路
面
幅
約

一
八
円
潜
心
々
間
距
離
で

二
一

1
二
二

m
と
な
る
。

方

S

D
一
三

四
七

B
は
S

D
一
三
四
七
A
を
埋
め
た
後

ほ
ぼ
同
じ
位

置
に
掘
り
直
し
た
溝
で
あ
る
。
幅
一

深
さ

0
・
二

m。

-
二

m
前
後
、

〔
V
期
〕
奈
良
時
代

i

南
北
溝

S

D
四
二
八
九
、
磯
敷

S

X
四
二
五
五

・
四
二
五
九
な
ど
が
あ
る
。

S
D
四
二
八
九
は
調
査
区
西
側
に
位
置
し
、
幅

0
・
玉

1

深
さ

O

-
コ一

m
、

-
二

1
0
・
四

m
で
あ
る
。
阿
倍
山
田
道
を
横
断
し
て
お
り
、
道
路
が
機
能
低

下
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

S
X
四
二
五
五
は
第
一
五
次
調
査
区
か
ら

続
く
磯
敷
で
、
径
五
咽
前
後
の
小
磯
が
中
心
で
あ
る
。
磯
敷

S

X
四
二
五
九
は

第
一
八
次
調
査
区
か
ら
続
く
磯
敷
で
、
逆

L
字
状
に
東
に
折
れ
る
。

人
頭
大
の

大
磯
が
集
中
し
、

S
X
四
二
五
五
の
上
を
覆
う
。
磯
に
接
し
て
瓦
器
が
出
土
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
以
降
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
。

〔木
簡
〕
木
簡
は
、
①
沼
沢
地

S

X
四

O
五

O
埋
立
土
か
ら

一
点
、

②
斜
行
溝

S
D
四
二
六

O
か
ら
五
点
、
③
阿
倍
山
田
道

S

F
二
六

O
七
造
成
土
か
ら
二
点
、

④
南
北
大
溝

S

D
四

O
九

O
か
ら
二
ニ
点
(
う
ち
削
屑
四
点
)
、
⑤
阿
倍
山
田

道
南
側
溝

S

D
四
二
七
五
か
ら

一
点
、
⑥

S

D
四
二
七
五
埋
め
立
て
に
伴
う
周

辺
整
地
土
で
あ
る
暗
灰
褐
色
粘
質
土
か
ら

一
点
、
⑦
阿
倍
山
田
道
南
側
溝

S

D

四
二
八

O
か
ら
三
点
、
③
阿
倍
山
田
道
南
側
溝

S

D
四
二
八
五
と
南
北
溝

S

D

一
三

四
七

B
の
合
流
地
点
か
ら
一
点
、

@
V
期
以
前
の
茶
灰
色
土
か
ら

一
点、

⑮
南
北
溝

S

D
四
二
八
九
か
ら
四
点
、
⑪
現
代
暗
渠
か
ら
一
点
、
計
三
三
点

(
う
ち
削
屑
四
点
)
が
出
土
し
た
。

η
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。
石
神
遺
跡
北
方
域
の
遺
構
変
遷
に
つ
い
て

石
神
遺
跡
第
一
五

1
一
九
次
調
査
を
通
じ
て
、

石
神
遺
跡
の
北
限
施
設
か
ら

阿
倍
山
田
道
に
い
た
る
南
北

一
O
O
m
ほ
ど
の
空
間
を
発
掘
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
各
調
査
ご
と
に
遺
構
の
変
遷
過
程
に
つ
い
て
報
告
し
た
が
、

調
査
を

繰
り
返
す
過
程
で
、

一
部
所
見
が
変
更
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
。

こ
こ
に
改
め
て

整
理
を
行
な
っ
て
み
た
い
。

た
だ
し
石
神
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
今
後
も
継
続
す

る
た
め
、
今
回
の
整
理
は
あ
く
ま
で
も
現
時
点
に
お
け
る
所
見
と
し
て
理
解
さ

れ
た
い
。
な
お

石
神
遺
跡
第
一
五

1
一
八
次
調
査
で
は
、

石
神
遺
跡
中
心
部

の
調
査
所
見
に
も
と
づ
く

A
i
C
期
と
い
う
時
期
区
分
を
用
い
て
遺
構
変
遷
を

た
ど
っ
て
き
た
が
、
第
一
九
次
調
査
で
は

I
i
V
期
と
い
う
新
た
な
区
分
を
用

い
て
お
り

そ
れ
に
従
っ
て
叙
述
す
る

(図
2
、
表

1
)
。

〔

I
期
〕
七
世
紀
中
葉
以
前

第

一
五

1
一
九
次
調
査
区
内
は
も
と
も
と
谷
が
入
っ
た
起
伏
の
あ
る
地
形
で

北
西
方
向
に
向
か
う
流
路
が
調
査
区
の
大
部
分
を
覆
い、

沼
沢
地

S

X
四

O
五

O
が
形
成
さ
れ
て

い
た
。
沼
沢
地
の
堆
積
は
古
墳
時
代
中
・
後
期
に
か
け
て
進

行
し
て
お
り
、

堰
状
施
設
も
形
成
さ
れ
て
い
た
。
第

一
八

一
九
次
調
査
区
の

東
側
に
は
微
高
地
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
方
位
が
振
れ
る
斜
行
溝

S

D
四
二
六

O
や
石
組
列

S

X
四
二
三
五
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
東
方
に
は
何
ら
か
の
施
設

が
存
在
し
た
と
み
ら
れ
る
。

山
田
道
第
二
次
調
査
な
ど
で
は
、

七
世
紀
代

の
方

位
が
振
れ
る
掘
立
柱
建
物
や
溝
を
多
数
検
出
し
て
お
り
、

こ
の
時
期
の
遺
構
と

な
る
可
能
性
が
高
い
。

〔

E
期
〕
七
世
紀
中
葉

3
後
半

-
期
の
沼
沢
地

S

X
四

O
玉
O
お
よ
び
斜
行
溝

S

D
四
二
六

O
は
埋
め
立
て

ら
れ
、

周
辺
一
帯
の
整
地
が
な
さ
れ
た
後
、

阿
倍
山
田
道
が
構
築
さ
れ
る
。

の
時
期
に
つ
い
て
は
、
斜
行
溝

S

D
四
二
六

O
の
埋
立
土
か
ら
飛
鳥

I
新
段
階

の
土
器
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、

七
世
紀
中
頃
と
推
定
で
き
る
。

沼
沢
地
埋
め
立
て
の
際
に
は
、
杭
列
で
方
形
区
画
を
つ
く
り
、

土
留
め
を
行
な

っ
て
い
る
。
山
田
道
第
二

・
一二
次
調
査
で
は
石
組
暗
渠
を
検
出
し
て
い
る
が
、

こ
の

一
連
の
整
地
に
伴
う
可
能
性
が
高
く
、
雷
丘
東
方
の
広
範
囲
に
わ
た
る
造

成
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
整
地
後
、
敷
葉
工
法
を
用
い
た
盛
土
工
法
に
よ
っ

て
阿
倍
山
田
道
の
構
築
が
な
さ
れ
、
南
側
溝
と
し
て
東
西
溝

S

D
四
二
七

O
が

掘
削
さ
れ
る
。

阿
倍
山
田
道
の
南
方
で
は
、
逆

L
字
の
大
溝

S

D
四

O
八
九

・
四

O
九

O
が

掘
削
さ
れ
た
。
東
西
溝

S

D
四

O
八
九
と
し
て
東
流
し
た
後
、
南
北
潜

S

D
四

O
九

O
と
な
っ
て
約
九

O
m
北
流
し
、

再
度
向
き
を
変
え
て
西
流
し
た
大
溝
で

あ
る
。

S
D
四

O
九

O
の
東
岸
は
直
線
的
で
あ
る
が
、

西
岸
は
北
に
向
か
っ
て

徐
々
に
広
が
り
、
北
岸
付
近
で
は
幅
二
二

m
以
上
も
存
在
す
る
。

S

D
四

O
九

O
の
両
岸
に
は
土
手
状
の
施
設
を
設
け
、

水
流
を
制
御
し
て
い
た
。
第

一
六
次

調
査
区
で
は
、

S
D
四

O
九

O
の
西
隣
に
円
形
土
坑

S

K
四

一
三
が
存
在
し

て
お
り

S
D
四

O
九

O
の
西
岸
と

一
体
化
し
て
い
た
時
期
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

大
溝

S

D
四

O
八
九

・
四

O
九

O
の
掘
削
時
期
に
つ
い
て
は
、

第
一
五
次
調
査
に
お
い
て
、

天
武
七
年
(
六
七
八
)

の
木
簡
が
出
土
し
た
土
坑 そ
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S

K
四
O
六
四
と

S

D
四
O
八
九
が
重
複
し

S

D
四

O
八
九
の
方
が
新
し
い

こ
と
か
ら
、

七
世
紀
後
半
と
判
断
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
第
一
九
次
調
査
に

お
い
て

S

D
四
O
九

O
が
阿
倍
山
田
道
の
造
成
と
一
連
の
作
業
で
掘
削
さ
れ

た
と
い
う
所
見
を
得
た
結
果
、

S

D
四
O
八
九
に
関
し
て
も
七
世
紀
中
葉
に
掘

削
さ
れ
た
可
能
性
が
高
ま
っ
て
き
た
。
こ
の
二
つ
の
調
査
所
見
は
矛
盾
す
る
が

土
坑
S

K
四
O
六
四
と
の
重
複
関
係
は
、

S
D
四

O
八
九
が
掘
り
直
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
と
考
え
れ
ば

こ
の
問
題
は
解
決
で
き
る
。
第
一
五
次
調
査
で
は
S

D
四
O
八
九

・
四

O
九

O
に
先
立
つ
整
地
土
を
上
下
二
層
に
わ
た
っ
て
確
認
し

て
お
り
、

上
層
整
地
土
に
伴
う
土
坑
と
し
て

S

K
四

O
六
四
の
他
に
、

S

K
四

O
六

0
・
四
O
六
五

・
四
O
六
六

・
四
O
六
九
も
検
出
し
て
い
る
。
も
し

S

D

四
O
八
九

・
四

O
九

O
の
掘
り
直
し
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
上

層
整
地
土
と
土
坑
群
は
、

改
修
に
関
わ
る
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
た
だ
し
大
溝
出
土
の
紀
年
銘
木
簡
を
み
る
と
、

天
智
四
年
(
六
六
五
)
の

年
紀
を
も
っ
木
簡
が

一
点
含
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、

他
は
天
武
七
年
(
六
七

八
)
1
持
統
六
年
(
六
九
二
)

に
分
布
す
る
こ
と
か
ら
、
掘
削
が
本
当
に
七
世

紀
中
葉
に
遡
る
の
か
、
慎
重
に
判
断
を
下
す
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
大
溝
の
西
側
に
は
、

小
規
模
な
二
組
の
逆
L
字
溝

(
S
D
四
O
六
八

-
四

O
七
三
、

一
五
)
が
設
け
ら
れ
て
お
り

S

D
四

O
六
七

・
四

そ
の
西

方
に
展
開
す
る
施
設
を
囲
緯
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
逆
に
東
側
の
微
高
地

に
お
い
て
も
、
第

一
七
次
調
査
区
で
南
北
掘
立
塀
S

A
四

一
六
O
を
検
出
し
て

お
り
、
東
方
に
施
設
群
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。

〔

E
期
〕
七
世
紀
後
半

逆
L
字
の
大
溝
S

D
四
O
八
九
・
四

O
九

O
な
ど
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
整
地

も
な
さ
れ
る
。

阿
倍
山
田
道
の
南
側
溝
は

S

D
四
二
七

O
か
ら

S

D
四
二
七
五

に
造
り
替
え
ら
れ
、
道
幅
は
広
げ
ら
れ
た
と
推
定
で
き
る
。
大
溝
の
埋
め
立
て

に
際
し
て
は

一
時
的
な
南
北
排
水
路
S

D
四

二
一
一
や
、
廃
棄
土
坑
S

K
四

O
九
六

・
四

O
九
七
・
四

一
二
二
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

S

D
四

一
二

一

は
木
屑
を
多
く
含
む
溝
で
、

そ
の
周
辺
に
も
木
屑
層
が
広
範
に
広
が
る
。

こ
の
時
期
、

石
神
遺
跡
中
心
施
設
群
か
ら
続
く
南
北
基
幹
排
水
路
S

D

四
七

A
が
掘
削
さ
れ
、

阿
倍
山
田
道
の
南
側
溝
S

D
四
二
七
五
に
注
ぎ
込
ん
だ
。

S

D
一
三
四
七
A
は
す
ぐ
東
側
の
S

D
一
四
七
六
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
南
北
道

路
の
両
側
溝
を
形
成
す
る
と
み
て
い
た
が
、
第

一
七
次
調
査
で
は

S

D
一
四
七

六
は
確
認
で
き
ず
、
南
北
道
路
の
存
在
に
つ
い
て
は
再
検
討
の
余
地
が
生
じ
て

、

}
〉
O

L
V

』

4
F
巴

た
だ
し
両
側
溝
こ
そ
伴
わ
な
い
も
の
の

石
神
遺
跡
を
通
っ
て
飛
鳥
寺

西
北
隅
に
い
た
る
通
路
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
可
能
性
は
残
る
。

ま
た
、
第

一
五
次
調
査
区
で
は
、
掘
立
柱
建
物

S

B
四
O
七

O
、
石
組
井
戸

S

E
四

O
八
O

石
敷
S

X
四

O
八

一
が
併
存
し
て
お
り
、

調
査
区
の
西
側
に

施
設
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第

一
六
次
調
査
区
に
も
、

S 
D 

一
三
四
七

A
の
西
側
に
石
敷
S

X
四

一
二
四
が
存
在
し
、

こ
れ
ら
と

一
連
の
可

能
性
が
あ
る
。

さ
て
、
南
北
基
幹
排
水
路

S

D
一
三
四
七
A
か
ら
は
、

天
武
四
年
(
六
七

玉
)
、

同
七

1
十
年
、
朱
鳥
元
年
(
六
八
六
)

の
紀
年
銘
木
簡
が
出
土
し
て

い

「

hυ
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表1 石神木簡の出土遺構と年代観
時期 木簡出土遺構 紀年銘木簡 五十戸 里 次数 木簡 削屑 言十 木簡出典
I期→ SX4050 。 l 
H期移 SD4260 19次 5 。 51@1l ~4 
行期 SF2607造成土 l 。 11@15， 6 

H期上層整地土 6 。 6 ⑪1~5 
SK4060 12 15 27 ⑪6~9 
SK4064 天武7年 (678) 14 108 122 ⑪1O~12、②23 ・ 24
SK4066 19 203 222 ⑪13~15、②25~3 1
SK4069 2 15次 26 471 497 ⑪16~31、⑫32~57

SD4089 
天智4年 (665)、

9 114 579 693 
⑫32~69、 106~111 、

天武7年 (678) ②58~87 

E 期
天武13年 (684) 3 3 63 144 207 

⑪70~89、 112~116 、
@88~94 

持統2年 (688)、
5 5116次 63 48 111 ⑬76~83 、 87~ 111SD4090 持統6年 (692)3点

天武8年 (679)、
l 18次 37 l 38 @1l ~22 持統4年 (690)

19次 9 4 13 @l7~ 11 
SX4113 l 16次 9 5 14 ⑬84~86 

SK4096 
天武14年 (685)、

2 2115次 18 8 26 ⑫90~ 100 持統4年 (690)

SK4097 天武12年 (683) 19 208 227 ⑪101 ~105 、 @95~ 1 06
E期→

SD4121 
天武8年 (679) 2 16次 72 313 385 ⑬112~ 1 36 

皿期移 18次 7 。 71@23~25 
行期 木屑層 天武8年 (679) 2 

~16次
40 75 115 ⑬137~ 150 

SX4122 天武11年 (682) 3 19 32 51 ⑬15 1~ 1 59 

E期造成整地土 1115次 4 l 5⑪117 
朱鳥元年(686) 3 1116次 17 。17 !ID 160~168 

天武10年 (681)2 
11 1115次 63 259 322 

⑪118~ 1 42 、 1 44 ・
点 145、②107~ 11 9

SD1347A 
天武4年 (675)、
天武7年 (678)、 4 16次 50 30 80 ⑬169~ 1 90 

E 期
天武9年 (680)
天武8年 (679)、
朱鳥元年(686)

3 18次 26 32 58 @26~4 1 

SD4275 
19次

l 。 11@12 
暗灰褐色粘質土 l 。 11@13 
SE4080 

15次
。11 11 

SB4070 。 2 2 
15次 2 19 21 ⑫143 

SD1347B 18次 4 。 41@42 。。。
SD1347BとSD4285合流点 19次 。 l⑫17 

W 期 SD4280 天武10年 (681) l 3 。 31@1 4_~16 
SD4094 2 。 2 
SD4095 *持統3年 (689) 15次 5 。 5 ⑪152~154 
SD4072 9 2 11 ⑪146~15 1 
茶灰色土 19次 l 。 1 
SD4289 19次 4 。 4 
SD4126 16次 2 。 2 
SK4063 l l 2⑪155 
SD4071 

15次
l 。 l⑪156 

SK4061 l 。 l 

V期、
， 2 9 l 10 ⑪157~162 

遺物包含層 1116次 7 。 7⑬191 ~ 1 93 その他
18次 2 。 2の43、44

現代暗渠 19次 l 。
第15次調査区埋戻土

17次
l 。 l⑬1 

第16次調査区埋炭土 2 。 2 

遺構不明 15次 。 2 2 
18次 l 。 l 

ぷE当3、圭ロ+ 59 16 775 2574 3349 
[備考11)木簡出典禰のO数字は『飛鳥 ・藤原宮跡発掘調査出土木簡概報』の号数を示す。

2)紀年銘木簡は干支を元号および西暦に置き換えて示した。SD4095の*は内容からの判断による。
[内訳115次調査 2422点(うち削屑2034点)、 16次調査 782点(うち削屑503点)、 17次調査 3点

18次調査 110点(うち削屑33点)、 19次調査。 32点(うち削屑4点)。
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る
。
サ
ト
表
記
に
つ
い
て
も
、

天
武
朝
以
前
に

一
般
的
な
「
五
十
戸
」
表
記
の

も
の
が
大
半
を
占
め
、
持
統
朝
以
後
に

一
般
化
す
る

「
里
」
表
記
の
も
の
は

一

点
に
と
ど
ま
る
。

E
期
の
大
溝
S

D
四

O
八
九
・
四

O
九

O
出
土
の
木
簡
と
比

ベ
て

む
し
ろ

S

D
一
三
四
七

A
の
方
が
若
干
古
く
な
っ
て
い
る
。

S

D
四
O

八
九
・
四

O
九

O
↓
S

D
一
三
四
七

A
と
い
う
順
序
で
溝
が
掘
削
さ
れ
た
こ
と

は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
が
、

木
簡
の
年
代
に
微
妙
な
差
異
が
生
じ
て
い
る
理
由
に

つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
。

〔
W
期
〕
七
世
紀
末

阿
倍
山
田
道
南
側
溝
S
D
四
二
七
五
は

S

D
四
二
八

0
・
四
二
八
五
に
造
り

替
え
ら
れ
、
南
北
基
幹
排
水
路
も

S

D
一
三
四
七

B
に
改
修
さ
れ
る
。

S

D
四

二
八

O
と
S

D
四
二
八
五
の
掘
削
の
前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
最
終
的
に

は
併
存
し
て
い
た
。

S

D
一
三
四
七

B
に
伴
う
遺
構
と
し
て
、

石
敷

S

X
四

O

九
八
を
検
出
し
て
い
る
が
、
概
し
て
遺
構
は
希
薄
で
あ
る
。
た
だ
し

皿
期
と

し
た
掘
立
柱
建
物

S

B
四

O
七

O
、
石
組
井
戸

S

E
四

O
八

O
、
石
敷

S

X
四

0 
八

四

一
二
四
が

W
期
の
遺
構
と
な
る
可
能
性
も
残
る
。

こ
の
他
、
第

一
五
次
調
査
区
の
逆
L
字
の
大
溝
と
重
複
す
る
位
置
に
は
、

規
模
な
浅
い
溝

S

D
四

O
九
四

・
四

O
九
五
が
流
れ
る
が
、
軟
弱
な
低
位
部
に

自
然
に
形
成
さ
れ
た
溝
、

も
し
く
は

一
時
的
な
排
水
溝
で
あ
る
。
ま
た
第

一
五

次
調
査
区
の
西
側
に
は
、
掘
立
柱
建
物
S

B
四

O
七

O
よ
り
新
し
い
南
北
溝
S

D
四

O
七
二
が
存
在
し
て
お
り

こ
の
時
期
に
属
す
可
能
性
が
あ
る
。

〔
V
期
〕
奈
良
時
代

i

阿
倍
山
田
道
南
側
溝
S

D
四
二
八

0
・
四
二
八
五
、
南
北
基
幹
排
水
路
S

D

一
三
四
七

B
が
灰
色
粗
砂
に
よ
っ
て
自
然
埋
没
し
た
後
、

阿
倍
山
田
道
を
横
断

す
る
南
北
港
S

D
四
二
八
九
が
掘
削
さ
れ
、

阿
倍
山
田
道
は
機
能
低
下
す
る
。

当
該
期
に
は

S

D
一
三
四
七

B
を
覆
う
石
敷
S

X
四
二
五
五
は
あ
る
が
、

建
物

な
ど
の
遺
構
は
希
薄
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
石
敷
よ
り
も
上
層
で
は
、
素
掘
小

潜
や
磯
集
中
部
を
検
出
す
る
に
と
ど
ま
り
、
基
本
的
に
農
地
化
さ
れ
た
こ
と
を

示
す
。
第

一
六
次
調
査
で
は
、
水
田
耕
作
時
の
排
水
用
の
暗
渠
と
推
定
さ
れ
る

東
西
溝
S

D
四

一
二
六
を
検
出
し
て
い
る
。

〔
石
神
遺
跡
中
心
施
設
群
と
の
対
応
関
係
〕

以
上

石
神
遺
跡
北
方
域
に
お
け
る
時
期
変
遷
を
整
理
し
た
。

こ
れ
ま
で
石

神
遺
跡
中
心
施
設
群
で
は

A
期
(
七
世
紀
前
半

1
中
葉
)

B
期
(
七
世
紀

後
半
)

C
期
(
藤
原
宮
期
)

と
い
う
時
期
区
分
を
採
用
し
て
き
た
。
上
記

I

i
v
期
と
の
対
応
関
係
を
み
て
お
き
た
い
。

中
心
施
設
群
と
北
方
域
で
一
連
の
遺
構
と
し
て
存
在
す
る
の
が
、
南
北
基
幹

排
水
路

S

D
一
三
四
七

A

・
B
で
あ
る
。

こ
の
溝
は
中
心
施
設
群
で
は

C
期
に

属
す
の
で
、
北
方
域
の

E
-
W
期
を
そ
れ
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ぎ
に

E
期
に
つ
い
て
。
大
溝
S

D
四

O
八
九
・
四

O
九

O
は
こ
れ
ま
で

B

期
と
し
て
き
た
。

し
か
し
第

一
九
次
調
査
成
果
に
よ
れ
ば
、

大
溝
の
掘
削
は
七

世
紀
中
葉
に
遡
る
。
中
心
施
設
群
に
お
け
る

A
期
は
、

三
期
に
細
分
で
き
る
が
、

最
も
新
し
い

A

3
期
が
斉
明
朝
に
該
当
す
る
の
で
、
大
溝
の
掘
削
は
そ
れ
よ
り

も
古
く
な
る
。

大
溝
の
掘
削
が

A

1
期
も
し
く
は

A

2
期
と
な
る
可
能
性
が
新

0
0
 



た
に
で
て
き
た
。

-
期
に
つ
い
て
は
、
中
心
施
設
群
の
下
層
で
、
斜
行
す
る
建

物

・
塀

・
溝

・
暗
渠
な
ど
を
検
出
し
て
お
り
、

A
期
以
前
の
遺
構
と
概
ね
重
な

る
と
推
定
で
き
る
。

V
期
は

C
期
以
降
と
基
本
的
に
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
。

現
在
の
所
見
を
も
と
に

石
神
遺
跡
北
方
域
の
遺
構
変
遷
を
た
ど
っ
た
が

出
土
木
簡
の
示
す
年
代
観
と
の
微
妙
な
ず
れ
が
あ
る
な
ど
、

問
題
点
も
多
く
残

さ
れ
て
い
る
。
周
辺
地
域
の
発
掘
調
査
を
通
じ
て
、
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
、
詳
細
は
『
紀
要
二

O
O
三

1
二

O
O
八
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

小
山
廃
寺
跡
東
南
部
の
調
査

5
B
K
I
区

一
九
八
七
年
八
月

1
九
月

小
山
廃
寺
は
明
日
香
村
小
山
字
キ
テ
ラ
に
位
置
し
、
字
名
か
ら
紀
寺
跡
と
さ

れ
て
い
る
が
、
確
証
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
寺
域
は
左
京
八
条
二
坊
全
域
の
四

町
を
占
め
る
。
今
回
の
調
査
は
、
水
田
改
良
工
事
に
伴
う
事
前
調
査
と
し
て
、

寺
域
の
東
南
隅
で
実
施
し
た
。
発
掘
面
積
は
四
七

o
d。
検
出
し
た
主
な
遺
構

は
、
大
小

二
ハ
基
の
土
坑
で
あ
る

(図
3
)

。

土
坑
は
東
西
方
向
の
溝
状
を
呈
す
る
も
の
が
多
く
、

調
査
区
の
西
寄
り
に
南

北
に
並
ぶ
傾
向
が
あ
る
。
長
辺
の
壁
が
垂
直
に
近
く
、

短
辺
の
壁
が
緩
や
か
な

船
底
を
な
し
、
底
部
の
中
央
が
一
段
丸
く
窪
む
点
に
特
徴
が
あ
る
。
土
坑
の
埋

土
は
基
本
的
に
三
層
に
分
か
れ
る
。
下
層
は
砂

・
木
の
葉
の

間
層
を
数
層
は
さ

ん
だ
青
灰
色
粘
土
で
、

比
較
的
長
期
の
堆
積
層
と
み
ら
れ
、
木
製
品
と
少
量
の

鋼
浮
を
含
む
。
中
層
は
短
期
間
の
堆
積
層
で
、
銅
浮
や
木
炭
な
ど
の
鋳
造
関
係

る
。
多
く
の

土
坑
か
ら
、 上

層
は
炭
化
物
や
瓦
を
含
む
暗
褐
色
粘
土
の
埋
立
土
で
あ

遺
物
を
多
く
含
む
。

炉
床

・
輔
羽
口

・
均
塙

・
湯
口

・
パ
リ
の
屑
な
ど
が

出
土
し
て
い
る
。
調
査
区
の
西
北
隅
に
近
い
土
坑

S
K
一
O
で
は
、
漆
容
器
が

大
量
に

一
括
投
棄
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
わ
ず
か
な
が
ら
金
箔
も
出
土
し
た
。
調

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

査
区
周
辺
に
お
い
て
、
鋳
銅
工

・
漆
工

・
箔
工
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
作
業
し

こ
れ
ら
の
土
坑
群
は
寺
院
造
営
に
関
わ
っ
て
掘
削
さ

れ
、
工
房
廃
止
後
は
塵
芥
処
理
用
に
再
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

木
簡
は
、

S
K
O
一
か
ら

一
O
点
(
う
ち
削
屑
七
点
)
、

一
か
ら
削
屑
三
点
、
計

一
四
点
(
う
ち
削
屑

一
O
点
)
が
出
土
し

S
K
O
六
か
ら

占川

s 
k 

た
。

い
ず
れ
も
下
層
堆
積
層
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

詳
細
は
『
飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
十
八
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。1 :400 小山廃寺跡調査遺構図図3
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(
一
)
木
簡
は
内
容
に
よ
り
、

文
書
、
付
札
、

そ
の
他
の
順
に
排
列
す
る
の
を
原

則
と
し
、
便
宜
的
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

(二
)
釈
文
の
漢
字
は
概
ね
現
行
常
用
漢
字
に
改
め
た
が
、

一
部
本
字
や
異
体
字

を
用
い
た
。

(
三
)
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

。口
口
口

円u ••• 
ミ

× 

木
簡
の
表
裏
に
文
字
が
あ
る
場
合
、

そ
の
区
別
を
示
す
。

木
簡
の
上
端
も
し
く
は
下
端
に
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

同
一
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
直
接
接
続
せ
ず

中
間
の
一
字
以
上

が
不
明
な
こ
と
を
示
す
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

U 

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

円

記
載
内
容
か
ら

上
ま
た
は
下
に
一
字
以
上
の
文
字
を
推
定
し
た

も
の
。

異
筆
、
追
筆
。

抹
消
に
よ
り
判
読
が
困
難
な
も
の
。

ミ

抹
消
部
分
の
字
画
が
明
ら
か
な
場
合
に
限
り
、

原
字
の
左
傍
に
付

し
た
。

文
字
の
上
に
重
書
し
て
原
字
を
訂
正
し
て
い
る
場
合
、
訂
正
箇
所

寸カ
マ、

の
左
傍
に
・
を
付
し
、
原
字
を
上
の
要
領
で
右
傍
に
示
し
た
。

合
点
。

校
訂
註
の
う
ち
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を
含
む
も
の
。

右
以
外
の
校
訂
註
、

お
よ
び
説
明
註
。

編
者
が
加
え
た
註
で
、
疑
問
が
残
る
も
の
。

文
字
に
疑
問
は
な
い
が
、
意
味
が
通
じ
難
い
も
の
。

(
四
)
釈
文
下
の
右
行
上
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
木
簡
の
長
さ
・
幅
・
厚
さ
を

現
存
部
分
の
法
量
を

示
す
(
単
位
は
阻
)
。
欠
損
・
二
次
的
整
形
の
場
合
、

括
弧
つ
き
で
示
し
た
。
長
さ
・
幅
は
木
簡
の
文
字
の
方
向
に
よ
る
。

(
五
)
釈
文
下
の
右
行
中
段
に
現
在
の
遺
存
の
形
態
を
示
す
型
式
番
号
を
記
し
た
。

2
H型
式

な
お
端
と
は
、
木
簡
を
木
目
方
向
に
お
い
た
時
の
上
下
両
端
を
い
う
。

長
方
形
の
材
(
方
頭
・

圭
頭
な
ど
も
こ
れ
に
含
め
る
)
の
も
の
。

。
日
型
式

0
5型
式

。NH
型
式

。NN
型
式

。
巴
型
式

。ωN
型
式

長
方
形
の
材
の
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

一
端
が
方
頭
で
、

他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失

わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
O
己
-
O
H
m
-
o
巴

-
o
t
・
0
2型
式
の
い

ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

小
型
矩
形
の
も
の
。

小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。
方
頭

-
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。
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。ωω
型
式

。ω
申
型
式

。
品
目
型
式

0
8
型
式

。
$
型
式

0
2型
式

。
沼
型
式

。2
型
式

。
自
型
式

。
∞
同
型
式

S
H型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
他
端
を
尖
ら

せ
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は
折

損

・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
。
ω戸

。ω
N
・
0ωω

・
0
8
型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、

羽
子
板
の
柄
状
に
作
っ
た

も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り

羽
子
板
の
柄
状
に
し
、

左

右
に
切
り
込
み
を
も
つ
も
の
。

長
方
形
の
材
の

一
端
の
左
右
を
削
り

羽
子
板
の
柄
状
に
す
る
が
、

他
端
は
折
損

・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕

な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
。
ぉ
・
0

回
目
型
式

の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

)
内
に
製
品
名

を
註
記
し
た
。

用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

折
損
・
割
載
・
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

削
屑
。

)
内
の
番
号
は
二
次
的
整
形
の
場
合
に
推
定
で
き
る
原
型
の
型
式
。

(
六
)
釈
文
下
の
右
行
下
段
に
出
土
地
点
を
示
す
小
地
区
名
(
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

・

数
字
)
を
記
し
た
。
Z
は
地
区
不
明
を
示
す
。
複
数
の
地
区
か
ら
出
土
し
た

破
片
が
接
続
し
た
も
の
は
地
区
名
を
併
記
し
た
。

(
七
)
釈
文
の
出
土
地
点
下
に
付
し
た

口
絵
図
版
に
写
真
を
掲
げ
た

「勢
」
印
は
、

木
簡
を
示
す
。
例
え
ば
「
芯
」

「
図
版
二
」

に
対
応
す
る
。

は

(
八
)
釈
文
下
の
左
行
に
、
木
簡
の
原
形
を
保
持
し
な
い
部
分
の
形
状
に
関
す
る

注
記
な
ど
を
施
し
た
。

「
上
端
」

「
下
端
」

「
左
辺
」

そ
の
際
、

木
簡
の

「右
辺
」
を
「
上
」

「下」

「左」

「右」

と
略
記
し
た
。

(
九
)
地
名
表
記
を
持
つ
木
簡
の

一
部
に
つ
い
て

『
和
名
類
衆
抄
』
に
も
と
づ

い
て
地
名
を
推
定
し
た
。
推
定
地
名
は
説
明
註
と
し
て
釈
文
右
行
に
記
し

こ
。
》
ふ
h

ロ

ナ
'

-

Y
中
中

地
名
推
定
に
際
し
て
は
、
池
漫
繍
『
和
名
類
取
県
抄
郡
郷
里
騨

名
考
謹
』
(
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
一
年
)
な
ど
を
参
照
し
た
。

木
簡
の
釈
読
は
、
都
城
発
掘
調
査
部
の
渡
辺
晃
宏

・
馬
場
基

・
市
大
樹

・
山

本
山
宗

・
浅
野
啓
介
・
竹
本
晃
(
当
時
。
万
葉
古
代
学
研
究
所
)
が
行
な
っ
た
。

編
集
に
際
し
て
は
、
酒
井
健
治
・
中
尾
芙
貴
子
・
吉
水
葉
子
の
各
氏
の
協
力
を

日
守
一
こ
0

1
1
 写
真
撮
影
は
井
上
直
夫
が
あ
た
り
、

現
像

・
焼
付
は
岡
田
愛
が
補
佐
し

た
。
図
版
作
成
に
は
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